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千葉県支部では、青少年赤十字（JRC）の実践目標のひとつである「国際理
解・親善」の活動として、８月５日～１０日にかけて、県内の中高生メンバー８名
をベトナム社会主義共和国に派遣しました。
ベトナムでは、現地の学校を訪問。現地JRCメンバーによる歌や踊り、伝統
衣装などのファッションショーで歓迎を受け、県JRCメンバーも活動紹介発表
やダンスを披露し、交流を深めました。
また、ベトナム赤十字社では、河岸や海岸において高潮や台風などの被害
を減らすために防災対策としてマングローブの植林活動を行っており、今回、
県JRCメンバーは実際に国立公園でマングローブの植樹体験を行いました。
そのほかにも、博物館・寺院等の見学やベトナムの伝統的な水上人形劇の
鑑賞などを通じて、ベトナムの歴史や文化について学び理解を深めました。

青少年赤十字国際交流派遣事業青少年赤十字国際交流派遣事業
JRCメンバーがベトナムを訪問

日本赤十字社とNHKは、12月1日～ 25日にかけて、NHK海外たす
けあいキャンペーンを実施しました。
千葉県支部では、12月14日に国内外の多くの人が利用する成田国
際空港で開催されたナリタエアポートクリスマス・フェスティバル
2019に参加しました。
子ども救護服やナース服を着て記念撮影するコーナーでは、多くの
方にご来場いただき、盛況でした。赤十字マスコットキャラクター「ハー
トラちゃん」も登場して、空港に訪れた方にキャンペーンへの協力を呼
びかけました。

ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーンは、世界で苦しむ人々を救うため
に1983年から実施しており、これまでに支援した国と地域は157カ
国、金額にして累計258億円に上ります。

ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーンＮＨＫ海外たすけあいキャンペーン
成田空港で協力を呼びかけ
クリスマスフェスティバルに参加

伝統衣装などを着たベトナムJRCメンバー
によるファッションショー

ヨーロッパと中国建築を融合したヴィンチャン
寺院を見学

救護服、白衣を着てハートラちゃんと記念撮影

昨年のふれあい広場の模様

世界で苦しむ人々を救うため募金活動

ベトナムJRCメンバーと交流 スアン・トゥイ国立公園でマングローブの植樹体験
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災害時のボランティア活動
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Information

成田赤十字病院では、病院の活動と役割を知ってい
ただき、地域の皆さまとの交流を深める機会として、「成
田赤十字病院 ふれあい広場2020」を開催します。
毎年多くの方にご来場いただいており、今年で7回目
の開催となります。
いろいろな体験コーナーやイベントを実施しますので、

ぜひご家族やお友達とご一緒にお気軽にお越しください。
日　時　令和2年２月２２日（土）　１０時～１５時
会　場　成田赤十字病院
参加費　無料
予定しているイベント
　●院長と一緒に医師体験
　●看護部長と一緒に看護体験
　●薬剤師と一緒に薬が出来るまで体験
　●赤十字救護員体験　　●手術体験
　●院内探検ツアー　　　●ＡＥＤ・心肺蘇生法体験
　●義足歩行体験　　　  ●災害時炊き出し体験
などなど、他にもイベント盛りだくさんです♪
※一部体験は事前予約が必要となります。
　くわしくは、成田赤十字病院ホームページをご覧ください。

今年もやります！
「成田赤十字病院
　　　 ふれあい広場2020」 献血者が減少しがちな冬期に、新たに成人を迎える

「はたち」の若者を中心に、広く献血への理解と協力を
お願いする「はたちの献血キャンペーン」を１月から２月
にかけて実施します。 
キャンペーンキャラクターに乃木坂４６を起用。
期間中に献血に協力いただいた方に乃木坂４６オリジ
ナルグッズ（数量限定）をプレゼント。
〈プレゼント条件〉10代～20代で「ラブラッド」に新規ご
登録または既にご登録の方。
　プレゼントの詳細は下記ホームページをご覧ください。
〔はたちの献血ホームページ〕
https://www.min-ketsu.jp/hatachi/goods/

千葉県内６か所の献血ルームや献血バスにおいて、
ぜひ、献血にご協力ください。詳しい献血会場等は、下
記ホームページをご覧ください。
〔お問合せ〕　千葉県赤十字血液センター 献血推進課
（TEL：047-457-9927  受付時間　平日9時～17時）
〔千葉県赤十字血液センターホームページ〕
https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/chiba/

～あなたの優しさを誰かのために～
「はたちの献血」キャンペーン

日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金に支えられています。
赤十字のサポーターとして、活動を支えていただく「大きな力」となっています。ご協力、誠にありがとうございました。
※ 令和元年度第２四半期に千葉県支部へ直接10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了解いただいた法人（団体）のお名前を
　 ご紹介しています。なお、千葉県支部ホームページにおいてもご紹介しています。（敬称略・五十音順）

活動資金
協力企業
（団体）の
ご紹介

医療法人社団 青峯会 医聖よろずクリニック（市川市） エリア拡張工事職長会（大成建設株式会社）（浦安市）
大塚建工株式会社（千葉市若葉区） 小澤土地家屋調査士事務所（柏市）
キッコーマン株式会社（東京都港区） 株式会社サウンドハウス（成田市）
株式会社三和製作所（市川市） 医療法人 春生会 山﨑医院（船橋市）
伸和ピアノ株式会社（千葉市花見川区） 千葉県ケーブルテレビ協議会（佐倉市）
株式会社千葉興業銀行（千葉市美浜区） トヨタカローラ千葉株式会社（千葉市美浜区）
株式会社真野工業（木更津市） 社会福祉法人南小中台福祉会 南小中台保育園（千葉市稲毛区）
株式会社ＬＩＮＥＲ広告社（松戸市）

キャンペーンキャラクターはアイドルグループ「乃木坂４６」
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赤十字地域奉仕団
県内各地で冬期特別献血を実施中
献血者が減少しがちな冬場に献血を呼びかけ

　赤十字地域奉仕団は、冬場の献血者数を増やすため、「冬期特別献血」
を実施しています。
　特に12月・1月を中心に3月末までの期間は、体調を崩す方が多いこと
や、学校や企業・団体などの協力が得られにくくなることから、各地域の赤
十字地域奉仕団が市役所等の公共施設やショッピングセンターなど、県
内32か所の献血会場で献血への協力を呼びかけるなど活動しています。

特 集

災害時のボランティア活動
　昨年、千葉県では台風15号・19号、10月25日の大雨災害により、甚大な被害を受けました。
　被災地では、避難所における炊き出しや救援物資の仕分け、被害を受けた家屋の後片付け、がれきの撤去など
のボランティアによる活動が大きな力となっています。
　１月１７日は「防災とボランティアの日」、１月１５日から２１日は「防災とボランティア週間」です。この機会に災害時
におけるボランティア活動について考えてみませんか。

暴風や停電・断水など、県内に甚大な被害をもたらした
台風１５号災害では、赤十字のボランティアがさまざまな被
災者支援活動を行いました。

■赤十字防災ボランティア
千葉県支部内に「赤十字防
災ボランティアセンター」を立
ち上げ、被災地のニーズに応じ
て支部に登録している防災ボ
ランティアの派遣を行い、被災
地の災害ボランティアセンター
の運営補助や災害ごみの搬出等を行いました。

■災害非常食の炊き出し・救援物資の仕分け
県内１０地区において、赤十字地域奉仕団が避難所などで災
害非常食の炊き出しを行い、被災者に温かい食事を提供しまし
た。君津市奉仕団では、山間部に住む高齢者宅等を回り、炊き
出しで作ったご飯と肉じゃがを届ける活動も行いました。
また、鋸南町や千葉市では、赤十字地域奉仕団が自治体に届

けられた救援物資の仕分け作業などを行いました。

台風15号災害で活躍した
　　　　　　  赤十字ボランティア

千葉県内の災害ボランティアに関する情報を入手するには

■被災者中心の支援
災害ボランティアは被災者をサポートする存在です。忘れてならないことは「被災

者への心配り」。被災者の気持ちや立場に配慮した支援を心がけることが大切です。

■自己管理と自己完結
往復の交通費の負担や宿泊先確保に加え、水・食料・薬・着替え・ボランティア保

険の加入など、必要な備えを行い、「自己完結」で被災地に入ること。活動中は健康
状態に気をつけ、不調になったら早めに活動をやめる勇気を持つことも大切です。

地震や水害などの災害発生時から復興に至るまで、被
災地のために復旧・復興のお手伝いを行う災害ボランティ
ア。被災者のニーズにあわせてさまざまな活動を行います。

災害ボランティア活動とは？

説明会に参加いただき、赤十字
防災ボランティアへの登録が必要
となります。登録後は、県内７つに分
けられたブロックのうち、居住地域
のブロックに所属して活動していた
だきます。
詳しくは千葉県支部HPをご覧ください。

■千葉県災害ボランティア
　Facebook
千葉県内の災害ボランティア情
報を発信
FacebookページURL：
https://www.facebook.com/chiba.vc/

■千葉県災害ボランティア情報
　特設サイト
県内の災害ボランティアセンター
開設状況やボランティアの募集
状況を確認することができます。
特設サイトURL：https://chiba.shienp.net/

赤十字防災ボランティアに登録するには

災害時に被災地のボランティア活動を円滑に進めるための
拠点として、災害ボランティアセンターが設置されます。被災地
の社会福祉協議会が中心となって運営されます。

災害ボランティアセンターとは？

災害ボランティアの心がまえは？

頻発する災害 被災地の復旧・復興を支援する

船橋市役所で市職員や来庁者に献血への協力を
呼びかける船橋市赤十字奉仕団

気象庁職員を講師に気象防災ワークショップ
11月20日、千葉県赤十字会館で、銚子地方気象台との協働に

より、赤十字防災・減災セミナー土砂災害編を開催しました。
当日は、県内自治体の防災担当者や赤十字担当者15名が参加

し、銚子地方気象台職員の進行のもと、地方公共団体防災担当者
向け気象防災ワークショップを行いました。

防災気象情報から避難情報発令までを検討
ワークショップでは、地元気象台等から発表される防災気象情
報等をもとに、避難準備情報や避難勧告の発令タイミングとその
対象地域・伝達方法など、より実践的な内容を学び、グループごと
に発表を行いました。
各グループの発表後には、銚子地方気象台職
員が解説を行い、参加者と一緒に各グループの
災害対応について検証しました。

台風15号や10月25日大雨災害
を振り返り
また、セミナーの後半には、県内で甚大な被害
が発生した台風15号・19号災害、10月25日の
大雨災害の振り返りを行いました。
参加者からは今回の災害を受け、今後の課題

として「風水害への対応の見直しが必要」、「自
助、共助の重要性を感じた」など、いろいろな意
見が出されました。

地域の皆さまを守ります

赤十字防災・減災セミナー
　　　　　土砂災害編を開催

自治体防災担当者対象

参加者の声
君津市危機管理課  中都さん
セミナーで学んだことを持ち帰り、職
場や地域に普及していきたい。
また、台風15号等の災害における他の
自治体の対応の話などが聞けてとても良
かった。

■街頭募金活動
１０月２５日と１１月８日に、赤十字奉仕団１４０名が参加して、ＪＲ
千葉駅前で募金活動を行い、２日間で約６１万円の義援金が集
まりました。

出典：内閣府ホームページ　http://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h22/01/special_01.html

出典：政府広報オンライン

千葉県支部内に赤十字防災ボランティア
センターを立ち上げ

救援物資を仕分ける千葉市赤十字奉仕団災害非常食を配付する君津市赤十字
奉仕団

避難所で生活する子どもの遊び相手浸水した家屋の片付け

炊き出し

グループワークで避難情報発令タイミングなどを検討

解説を行う銚子地方気象台職員

救援物資の搬送

JR千葉駅前で行われた赤十字奉仕団による義援金募金活動 避難者のエコノミークラス症候群予防活動物資の仕分けJR千葉駅前で行われた赤十字奉仕団による義援金募金活動

被災地での災害ボランティア活動例

服装や持ち物の一例

●避難所でのお手伝い（炊き出し、洗濯など）
●家の片付け　　　　 　　●水害の場合の泥だし
●物資・衣類の仕分け 　 　●配食サービス
●災害ボランティアセンター運営のお手伝い
●引越しの手伝い　　　 　●生活物資等の訪問配布
●話し相手　　　　　 　　●子どもの遊び相手、託児代行
●ペットの世話
●暮らしに必要な情報の提供支援（FM放送、ニュースレター、
　ミニコミ誌など）
●暮らしのお手伝い（お買い物、家事手伝い、家庭教師など）
●被災された方々に元気になっていただくための交流機会づくり、
　イベント開催
●暮らしの再建のための専門家の相談会、勉強会
●復興期における地域おこしのお手伝い

〔災害ボランティアセンターの主な活動内容〕
●被災地のニーズの把握
●ボランティアの受け入れ・調整
●資機材の受付・貸し出し

●ボランティアの派遣
●報告・振り返り

（令和元年12月23日時点の情報）

南房総市消防防災課  川名さん
ワークショップを通して、自治体におけ

る災害対応の方向性について改めて確認
する良い機会となった。
銚子地方気象台とはこれまでも連絡を
取り、気象情報の収集を行ってきた。引き
続き連絡をとりあっていきたい。

□帽子、ヘルメット
□軍手やゴム手袋
□長袖・長ズボン
□食べ物・飲み物
□マスク
□タオル
□着替え
□常備薬、目薬 など
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献血者が減少しがちな冬場に献血を呼びかけ

　赤十字地域奉仕団は、冬場の献血者数を増やすため、「冬期特別献血」
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や、学校や企業・団体などの協力が得られにくくなることから、各地域の赤
十字地域奉仕団が市役所等の公共施設やショッピングセンターなど、県
内32か所の献血会場で献血への協力を呼びかけるなど活動しています。
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災害時のボランティア活動
　昨年、千葉県では台風15号・19号、10月25日の大雨災害により、甚大な被害を受けました。
　被災地では、避難所における炊き出しや救援物資の仕分け、被害を受けた家屋の後片付け、がれきの撤去など
のボランティアによる活動が大きな力となっています。
　１月１７日は「防災とボランティアの日」、１月１５日から２１日は「防災とボランティア週間」です。この機会に災害時
におけるボランティア活動について考えてみませんか。

暴風や停電・断水など、県内に甚大な被害をもたらした
台風１５号災害では、赤十字のボランティアがさまざまな被
災者支援活動を行いました。

■赤十字防災ボランティア
千葉県支部内に「赤十字防
災ボランティアセンター」を立
ち上げ、被災地のニーズに応じ
て支部に登録している防災ボ
ランティアの派遣を行い、被災
地の災害ボランティアセンター
の運営補助や災害ごみの搬出等を行いました。

■災害非常食の炊き出し・救援物資の仕分け
県内１０地区において、赤十字地域奉仕団が避難所などで災
害非常食の炊き出しを行い、被災者に温かい食事を提供しまし
た。君津市奉仕団では、山間部に住む高齢者宅等を回り、炊き
出しで作ったご飯と肉じゃがを届ける活動も行いました。
また、鋸南町や千葉市では、赤十字地域奉仕団が自治体に届

けられた救援物資の仕分け作業などを行いました。

台風15号災害で活躍した
　　　　　　  赤十字ボランティア

千葉県内の災害ボランティアに関する情報を入手するには

■被災者中心の支援
災害ボランティアは被災者をサポートする存在です。忘れてならないことは「被災

者への心配り」。被災者の気持ちや立場に配慮した支援を心がけることが大切です。

■自己管理と自己完結
往復の交通費の負担や宿泊先確保に加え、水・食料・薬・着替え・ボランティア保

険の加入など、必要な備えを行い、「自己完結」で被災地に入ること。活動中は健康
状態に気をつけ、不調になったら早めに活動をやめる勇気を持つことも大切です。

地震や水害などの災害発生時から復興に至るまで、被
災地のために復旧・復興のお手伝いを行う災害ボランティ
ア。被災者のニーズにあわせてさまざまな活動を行います。

災害ボランティア活動とは？

説明会に参加いただき、赤十字
防災ボランティアへの登録が必要
となります。登録後は、県内７つに分
けられたブロックのうち、居住地域
のブロックに所属して活動していた
だきます。
詳しくは千葉県支部HPをご覧ください。

■千葉県災害ボランティア
　Facebook
千葉県内の災害ボランティア情
報を発信
FacebookページURL：
https://www.facebook.com/chiba.vc/

■千葉県災害ボランティア情報
　特設サイト
県内の災害ボランティアセンター
開設状況やボランティアの募集
状況を確認することができます。
特設サイトURL：https://chiba.shienp.net/

赤十字防災ボランティアに登録するには

災害時に被災地のボランティア活動を円滑に進めるための
拠点として、災害ボランティアセンターが設置されます。被災地
の社会福祉協議会が中心となって運営されます。

災害ボランティアセンターとは？

災害ボランティアの心がまえは？

頻発する災害 被災地の復旧・復興を支援する

船橋市役所で市職員や来庁者に献血への協力を
呼びかける船橋市赤十字奉仕団

気象庁職員を講師に気象防災ワークショップ
11月20日、千葉県赤十字会館で、銚子地方気象台との協働に

より、赤十字防災・減災セミナー土砂災害編を開催しました。
当日は、県内自治体の防災担当者や赤十字担当者15名が参加

し、銚子地方気象台職員の進行のもと、地方公共団体防災担当者
向け気象防災ワークショップを行いました。

防災気象情報から避難情報発令までを検討
ワークショップでは、地元気象台等から発表される防災気象情
報等をもとに、避難準備情報や避難勧告の発令タイミングとその
対象地域・伝達方法など、より実践的な内容を学び、グループごと
に発表を行いました。
各グループの発表後には、銚子地方気象台職
員が解説を行い、参加者と一緒に各グループの
災害対応について検証しました。

台風15号や10月25日大雨災害
を振り返り
また、セミナーの後半には、県内で甚大な被害
が発生した台風15号・19号災害、10月25日の
大雨災害の振り返りを行いました。
参加者からは今回の災害を受け、今後の課題

として「風水害への対応の見直しが必要」、「自
助、共助の重要性を感じた」など、いろいろな意
見が出されました。

地域の皆さまを守ります

赤十字防災・減災セミナー
　　　　　土砂災害編を開催

自治体防災担当者対象

参加者の声
君津市危機管理課  中都さん
セミナーで学んだことを持ち帰り、職
場や地域に普及していきたい。
また、台風15号等の災害における他の
自治体の対応の話などが聞けてとても良
かった。

■街頭募金活動
１０月２５日と１１月８日に、赤十字奉仕団１４０名が参加して、ＪＲ
千葉駅前で募金活動を行い、２日間で約６１万円の義援金が集
まりました。

出典：内閣府ホームページ　http://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h22/01/special_01.html

出典：政府広報オンライン

千葉県支部内に赤十字防災ボランティア
センターを立ち上げ

救援物資を仕分ける千葉市赤十字奉仕団災害非常食を配付する君津市赤十字
奉仕団

避難所で生活する子どもの遊び相手浸水した家屋の片付け

炊き出し

グループワークで避難情報発令タイミングなどを検討

解説を行う銚子地方気象台職員

救援物資の搬送

JR千葉駅前で行われた赤十字奉仕団による義援金募金活動 避難者のエコノミークラス症候群予防活動物資の仕分けJR千葉駅前で行われた赤十字奉仕団による義援金募金活動

被災地での災害ボランティア活動例

服装や持ち物の一例

●避難所でのお手伝い（炊き出し、洗濯など）
●家の片付け　　　　 　　●水害の場合の泥だし
●物資・衣類の仕分け 　 　●配食サービス
●災害ボランティアセンター運営のお手伝い
●引越しの手伝い　　　 　●生活物資等の訪問配布
●話し相手　　　　　 　　●子どもの遊び相手、託児代行
●ペットの世話
●暮らしに必要な情報の提供支援（FM放送、ニュースレター、
　ミニコミ誌など）
●暮らしのお手伝い（お買い物、家事手伝い、家庭教師など）
●被災された方々に元気になっていただくための交流機会づくり、
　イベント開催
●暮らしの再建のための専門家の相談会、勉強会
●復興期における地域おこしのお手伝い

〔災害ボランティアセンターの主な活動内容〕
●被災地のニーズの把握
●ボランティアの受け入れ・調整
●資機材の受付・貸し出し

●ボランティアの派遣
●報告・振り返り

（令和元年12月23日時点の情報）

南房総市消防防災課  川名さん
ワークショップを通して、自治体におけ

る災害対応の方向性について改めて確認
する良い機会となった。
銚子地方気象台とはこれまでも連絡を
取り、気象情報の収集を行ってきた。引き
続き連絡をとりあっていきたい。

□帽子、ヘルメット
□軍手やゴム手袋
□長袖・長ズボン
□食べ物・飲み物
□マスク
□タオル
□着替え
□常備薬、目薬 など
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特 集
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■被災者中心の支援
災害ボランティアは被災者をサポートする存在です。忘れてならないことは「被災

者への心配り」。被災者の気持ちや立場に配慮した支援を心がけることが大切です。

■自己管理と自己完結
往復の交通費の負担や宿泊先確保に加え、水・食料・薬・着替え・ボランティア保

険の加入など、必要な備えを行い、「自己完結」で被災地に入ること。活動中は健康
状態に気をつけ、不調になったら早めに活動をやめる勇気を持つことも大切です。

地震や水害などの災害発生時から復興に至るまで、被
災地のために復旧・復興のお手伝いを行う災害ボランティ
ア。被災者のニーズにあわせてさまざまな活動を行います。

災害ボランティア活動とは？

説明会に参加いただき、赤十字
防災ボランティアへの登録が必要
となります。登録後は、県内７つに分
けられたブロックのうち、居住地域
のブロックに所属して活動していた
だきます。
詳しくは千葉県支部HPをご覧ください。

■千葉県災害ボランティア
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千葉県内の災害ボランティア情
報を発信
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■千葉県災害ボランティア情報
　特設サイト
県内の災害ボランティアセンター
開設状況やボランティアの募集
状況を確認することができます。
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千葉県支部では、青少年赤十字（JRC）の実践目標のひとつである「国際理
解・親善」の活動として、８月５日～１０日にかけて、県内の中高生メンバー８名
をベトナム社会主義共和国に派遣しました。
ベトナムでは、現地の学校を訪問。現地JRCメンバーによる歌や踊り、伝統
衣装などのファッションショーで歓迎を受け、県JRCメンバーも活動紹介発表
やダンスを披露し、交流を深めました。
また、ベトナム赤十字社では、河岸や海岸において高潮や台風などの被害
を減らすために防災対策としてマングローブの植林活動を行っており、今回、
県JRCメンバーは実際に国立公園でマングローブの植樹体験を行いました。
そのほかにも、博物館・寺院等の見学やベトナムの伝統的な水上人形劇の
鑑賞などを通じて、ベトナムの歴史や文化について学び理解を深めました。

青少年赤十字国際交流派遣事業青少年赤十字国際交流派遣事業
JRCメンバーがベトナムを訪問

日本赤十字社とNHKは、12月1日～ 25日にかけて、NHK海外たす
けあいキャンペーンを実施しました。
千葉県支部では、12月14日に国内外の多くの人が利用する成田国
際空港で開催されたナリタエアポートクリスマス・フェスティバル
2019に参加しました。
子ども救護服やナース服を着て記念撮影するコーナーでは、多くの
方にご来場いただき、盛況でした。赤十字マスコットキャラクター「ハー
トラちゃん」も登場して、空港に訪れた方にキャンペーンへの協力を呼
びかけました。

ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーンは、世界で苦しむ人々を救うため
に1983年から実施しており、これまでに支援した国と地域は157カ
国、金額にして累計258億円に上ります。

ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーンＮＨＫ海外たすけあいキャンペーン
成田空港で協力を呼びかけ
クリスマスフェスティバルに参加

伝統衣装などを着たベトナムJRCメンバー
によるファッションショー

ヨーロッパと中国建築を融合したヴィンチャン
寺院を見学

救護服、白衣を着てハートラちゃんと記念撮影

昨年のふれあい広場の模様

世界で苦しむ人々を救うため募金活動

ベトナムJRCメンバーと交流 スアン・トゥイ国立公園でマングローブの植樹体験
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　　・赤十字防災・減災セミナー
　　土砂災害編を開催
　　・県内各地で冬期特別献血を実施中
　　赤十字地域奉仕団が献血を呼びかけ

5 News＆Report
　　・青少年赤十字国際交流派遣事業
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　　・ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーン
　　成田空港で協力を呼びかけ
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　　・成田赤十字病院
　　ふれあい広場2020
　　・はたちの献血キャンペーン

Information

成田赤十字病院では、病院の活動と役割を知ってい
ただき、地域の皆さまとの交流を深める機会として、「成
田赤十字病院 ふれあい広場2020」を開催します。
毎年多くの方にご来場いただいており、今年で7回目
の開催となります。
いろいろな体験コーナーやイベントを実施しますので、

ぜひご家族やお友達とご一緒にお気軽にお越しください。
日　時　令和2年２月２２日（土）　１０時～１５時
会　場　成田赤十字病院
参加費　無料
予定しているイベント
　●院長と一緒に医師体験
　●看護部長と一緒に看護体験
　●薬剤師と一緒に薬が出来るまで体験
　●赤十字救護員体験　　●手術体験
　●院内探検ツアー　　　●ＡＥＤ・心肺蘇生法体験
　●義足歩行体験　　　  ●災害時炊き出し体験
などなど、他にもイベント盛りだくさんです♪
※一部体験は事前予約が必要となります。
　くわしくは、成田赤十字病院ホームページをご覧ください。

今年もやります！
「成田赤十字病院
　　　 ふれあい広場2020」 献血者が減少しがちな冬期に、新たに成人を迎える

「はたち」の若者を中心に、広く献血への理解と協力を
お願いする「はたちの献血キャンペーン」を１月から２月
にかけて実施します。 
キャンペーンキャラクターに乃木坂４６を起用。
期間中に献血に協力いただいた方に乃木坂４６オリジ
ナルグッズ（数量限定）をプレゼント。
〈プレゼント条件〉10代～20代で「ラブラッド」に新規ご
登録または既にご登録の方。
　プレゼントの詳細は下記ホームページをご覧ください。
〔はたちの献血ホームページ〕
https://www.min-ketsu.jp/hatachi/goods/

千葉県内６か所の献血ルームや献血バスにおいて、
ぜひ、献血にご協力ください。詳しい献血会場等は、下
記ホームページをご覧ください。
〔お問合せ〕　千葉県赤十字血液センター 献血推進課
（TEL：047-457-9927  受付時間　平日9時～17時）
〔千葉県赤十字血液センターホームページ〕
https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/chiba/

～あなたの優しさを誰かのために～
「はたちの献血」キャンペーン

日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金に支えられています。
赤十字のサポーターとして、活動を支えていただく「大きな力」となっています。ご協力、誠にありがとうございました。
※ 令和元年度第２四半期に千葉県支部へ直接10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了解いただいた法人（団体）のお名前を
　 ご紹介しています。なお、千葉県支部ホームページにおいてもご紹介しています。（敬称略・五十音順）

活動資金
協力企業
（団体）の
ご紹介

医療法人社団 青峯会 医聖よろずクリニック（市川市） エリア拡張工事職長会（大成建設株式会社）（浦安市）
大塚建工株式会社（千葉市若葉区） 小澤土地家屋調査士事務所（柏市）
キッコーマン株式会社（東京都港区） 株式会社サウンドハウス（成田市）
株式会社三和製作所（市川市） 医療法人 春生会 山﨑医院（船橋市）
伸和ピアノ株式会社（千葉市花見川区） 千葉県ケーブルテレビ協議会（佐倉市）
株式会社千葉興業銀行（千葉市美浜区） トヨタカローラ千葉株式会社（千葉市美浜区）
株式会社真野工業（木更津市） 社会福祉法人南小中台福祉会 南小中台保育園（千葉市稲毛区）
株式会社ＬＩＮＥＲ広告社（松戸市）

キャンペーンキャラクターはアイドルグループ「乃木坂４６」
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News &
Report
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